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２ Ap- ５ 女子大生の栄養摂取 と生活時間

一体脂肪率と食物摂取、生活状況、自覚症状との関連を中心に一

大妻女大家政　 相川りゑ子、○彦坂令子、近藤恵久子、小久保清子

高橋園美、関根奈々恵、山川裕美、八倉巻和子

食　　物

〔 目的〕 今まで女子大生 の栄養摂取と生活時間について調査を行い、種々の問題点を 報

告してきた。都市におけ る女子大生の不適切な栄養摂取や不規則な 生活リズム、疲れ易い

自覚的症状などを指摘し た。痩身志向の強い女子大生の中には低栄 養の者も多 く、 身体的

訴えも見られる。そこで 今回は、体脂肪率と食物摂取、生活状況、 自覚的症状との関連を

中心に検討した。

〔 方法〕 対象：本学女子大生18 ～22 歳401 名。調査日:1998 年 ５月。調査項目： 食物摂

取量調査（日曜・祭日を除 く連続３日間の食事を秤量記入方式で記録）。生活時間調査（ 食

物摂取量調査期間中の１日 の生活行動を記録）。自覚的症状調査は ５段階の尺度を設け て

回答を求めた。体脂肪 の測定は体内脂肪計 ＴＢＦ･401M54 （タニタ）で 行った。集計方法： 体

脂肪率17 ％未満をＡ群（n=20 ）､17％以上24 ％未満をＢ群（n ＝192）､24％以上30 ％未満 を

Ｃ群（n  =151 ）､30％以上をＤ群（n ＝38）に分類して検討した。

〔 結果〕 全体平均でエ ネル ギー、 たんぱ く質、脂質、糖質、カルシウム、鉄、ビタ ミン

B  2 、食物繊維が栄養所要量を下回っているが、脂質エネルギー比率は28.6 ％と高い。群

別にみるとＡ群はビ タミンＡを除い て、ど の群より多 く摂取しており。ダイエ ット経験 者

が少なく、睡眠時間も７時間28 分と多い。一方、もっとも体脂肪率の高いＤ 群は 、エ ネル

ギー、たんぱく質などほとんどの栄養素（ ビタミンＡとビタミンＣを除く）が、ど の群 よ

り少ない摂取であ り、現在又は過去にダイエット 経験 のある者が多い。また、睡眠時 間は、

６時間35 分と少ない。 自覚的症状では、「 ねむい」「あくびが出る」「横になりたい」「目 の疲

れ」などが高率であり、各群の差は みられない。

2 Ap- 6　　　　成人健康管理における食 生活評価指 標の有用性

○酒 井 映 子　　　 熊 沢 昭 子 （名古屋女子大）

目的　食生活の問題が多様化、複雑化している現状において、生活習慣病のリスクの低
減化をはかるためには、問題解決型の健康教育が必要であると考えられる。その一環とし
て、対象が食生活状況の評価を的確に行い、食事の自己管理が実践できることをねらいと
した食生活評価指標を考案し、その有用性について検討したので報告する。
方法　調査対象：Ｎ市専門職種勤労者集団に対する健康診断の結果、要観察あるいは要

養護と診断された男性188 名、女性41 名の合計229 名。調査期間：平成10 年５月～11
月。調査内容：日常的な１日分の食物摂取状況、生活状況、食生活評価指標の記入に関す
るアンケート調査など。集計・解析方法：食物摂取状況調査から脂肪エネルギー比率との
関連が高い食品のとり方。食事の形態、生活習慣に関する要因を抽出して、重みづけ得点
による食生活評価指標としての「脂肪のとり方チェック」表を作成した。このチェック表

の自己記入の簡便性や精度などから妥当性の検討を行った。
結果　1. 脂肪エネルギー比率26 ％以上の者は75 ％を占めており、このうち36 ％を上

回る者は20 ％であった。　2.脂肪エネルギー比率を高める要因として、油料理数、主菜

料理数などの食事形態、肉類、野菜類、アルコール飲料、砂糖類の摂取状況、睡眠や生活
の規則性などがあげられた。　3.食生活評価指標の自己採点と専門家による採点を比較す

ると食事形態要因や生活習慣要因では一致率が高いことが認められた。また、このチェッ
ク表を用いることによって食生活の問題点が理解できた者は70 ％であった。以上のことか

ら、食生活評価指標は自己管理法として有用であると考えられる。
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